
「ゲノムネットワーク研究」 
評価の視点(論点・考慮すべき事項)について(案) 

 
 
１． 網羅的にゲノムネットワークを解析することについて 

現状ではヒトのｃDNA ライブラリーそのものの網羅性が不十分であるこ
と、修飾されたタンパク質は当面ネットワーク解析の対象外であることなど、
網羅性に問題点は多い。 

したがって、当面は開始時点での中核となるリソース・技術を活用しな
がら推進しつつ、並行して解析手法の改良・開発などを検討し、網羅性を
向上することが有効ではないか。 

また、個別生命機能の解明は網羅的データの活用により行うこととされ
ているが、そうであるのならば当初は網羅的データの整備に集中して進め
るべきではないのか。あるいは、網羅性の追求を個別生命機能からのア
プローチと併用することによる戦略的なメリットがあるのか。 

 
２． オールジャパン体制の構築 

理研や遺伝研などを集中的解析のための中核的機関として運営する計
画となっているが、予算等の研究資源の配分(理研等への配分と提案公
募による配分のバランス等)について厳密に精査するべきではないか。例
えば、提案公募型の研究は、理研等による組織的・網羅的解析の部分と
の関係で、どのように位置付けて全体を戦略的に進めていくのか(ネットワ
ークの網羅的な解析を最も重視するのであれば、提案公募の対象として
は解析技術開発の部分をもっと拡充する必要はないのか)。 

今後、予算のアロケーション、遂行グループ等について、中央推進機関
が柔軟かつ適切に見直し(中核的機関の変更も含め)を行いうる体制・権
限が必要ではないか。 

バイオベンチャーへの門戸開放、若手研究者の研究責任者への登用、
研究グループ外の成果の積極的利用など、オールジャパンの資源を柔軟
に活用する仕組みとすべきではないか。 

 
３． 優れた成果と国益を生むシステム 

国のゲノム関連研究全体の展望の中で、ゲノムネットワーク研究の３年
後、５年後等の到達目標と、それに至る推進方策(人材、年次計画、スケ
ールなど)具体性を持って示されることが必要ではないか。 

また、ゲノムネットワーク研究により得られた成果はどのような形で公開
し、もしくは公開せず、日本の国益につなげていくのか。 

資料３ 


